
公益財団法人 Save Earth Foundation 
2021年度事業計画書

１．事業活動

１－１．資源循環事業

当法人は、美しい地球を未来の子どもたちに残すため、廃棄物の再資源化の

推進と資源循環の仕組みを開発し、持続可能な循環型社会の構築に貢献するこ

とを目指して本事業に取り組む。

循環型社会の構築においては、消費者・排出事業者・廃棄物処理事業者・生

産者・行政といった全ての関係者が資源循環に対する意識を高め、それぞれの

立場での役割を果たしていく必要がある。

本事業では、（１）資源循環の重要性についての普及啓発活動、また（２）廃

棄物管理の適正化から再資源化に向けた支援、そして（３）それらの活動から

得られる情報の分析調査研究による新たな資源循環の社会システムの開発や提

案を通じ、循環型社会の構築に貢献する。

【２０２１年度の事業内容】

① 食品関連事業者向け　ゼロエミッション研究会の開催
・群馬県での小売、外食事業者による共同食リループの構築
・廃棄物を再資源化するための効率化・合理化策の検討と実践

② 一般に向けた啓発活動の実施 ・家庭系廃棄物の発生抑制、消費者の意識向上のため啓発活動を行う

③ 表彰、認定制度の検討 ・廃棄物の適正管理、資源循環の促進に寄与する表彰・認定制度を検討する

① SEF-Netユーザーの拡大（SEF主体） ・食品リサイクルループ参加事業所への導入

② SEF-Netユーザーの拡大（提携パートナーとの協働）
・提携パートナーの強みを生かした提案
（法令遵守・リスク管理、食品系以外の廃棄物の再資源化、管理業務見直し）

③ SEF-Netのシステム改善 ・ユーザビリティ向上のためのミーティングを実施

④ 既存ループの参加企業拡大
・ループ構築済み2地域（名古屋、群馬）の小売、外食事業者への働きかけを行
う

⑤
賛助会員企業、SEF-Netユーザー向け
食品リサイクルループ構築支援

・単独事業者による食品リサイクルループの構築を支援

① 愛知県循環型社会形成推進事業 ・協議会事務局として補助事業を推進

② SEF-Netデータ分析手法の検討 ・集積される廃棄物データの分析・活用方法を検討する

サポーター／指定寄附増加に向けた対策 ・事業活動における訪問、営業の機会を活用して支援拡大を要請
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１－２．森林再生事業

日本は国土面積の約６６％が森林に覆われた、世界有数の森林大国である。

森林は生物多様性の保全や地球温暖化の防止など、様々な機能を通じて私たち

に多くの恩恵をもたらしている。この豊かな森林を未来の子どもたちに残して

いくことは、現代を生きる私たちの大切な役割である。そこで、当法人は豊か

な自然と森林資源を未来の子どもたちに残すために本事業に取り組む。

本事業では、（１）民有林や公有林の管理を受託して、それぞれの地域や森林

の特性に合わせた再生保全活動を実施、また（２）再生保全活動の過程におい

て発生する間伐材などの森林資源の利活用を促進、そして（３）森林をフィー

ルドとした環境教育の機会の提供を通じて、自然環境の保全に貢献する。

【２０２１年度の事業内容】

１）日向の森 ・定例活動の定着化を図る

２）板川、埴谷の森 ・定例活動および企業向け体験の機会を活用し整備作業を進める

① 間伐材、除伐材など林地残材の活用
・山武市が取組む「木の駅プロジェクト」への協力、間伐材搬出
　→木質バイオマスとして利活用

② 地域材の活用（企業向けノベルティなど） ・企業向けノベルティなどの製品開発、ニーズ把握

① 企業向け森林体験（研修・イベント）の機会提供 ・企業研修プログラムの実施をサポートし、活動への理解を促す

② 森林体験イベントの開催、地域関連イベントへの協力 ・森林への興味関心を高め、活動への理解を促す

① 生物多様性豊かな森の保全　　※１ ・定期巡回（情報発信）　・自然環境調査アテンド  ・蓄積したデーターの活用

② 在来生物の生息環境の保全　　　※１ ・定期巡回（情報発信）　・特定外来植物制御　・地域関係団体との連絡調整

③ 森林土壌・水の保全    <減災・ECO-DRR> ・定期巡回（情報発信）

① 森林資源の循環利用 ・間伐材等の活用 <森林環境教育の素材として活用>

② 森林資源の慣習的な利用 ・情報収集 <信州の薬草文化・森林環境教育の素材として活用>

① 森林環境イベント<市民の集い> ・幼児・親子の森あそび    (地域交流・普及啓発)

② 森林環境イベント<自然観察会・講座>　　※２ ・自然観察　・森の生物多様性・森林の多様な機能・SDGｓ   （普及啓発）

③ 受諾プログラムの開発（中・高校生対象）（企業） ・森の生物多様性・森林の多様な機能・SDGｓ・保全作業    （支援・普及啓発）

① あいち海上の森
・現地事務局との連携のもと、企業の森づくり活動を支援
・年4回の再生保全活動、イベント開催

② 丹波ｳｯﾃﾞｨﾐﾅﾐの森
・保全活動に関する指導を委託実施
・上期、下期各1回の再生保全活動を実施

③ 臼杵の森
・植栽地管理、活動準備を委託実施
・上期、下期各1回の再生保全活動を実施

④ 陸前高田 ・協定締結、森林整備計画への反映に向けた関与強化

⑤ 新たな協定締結地域の検討 ・新たに保全協定を締結する地域の選定、調査を実施

① 受託プログラムのサポート・連絡調整（郁文館夢学園） ・森の生物多様性とSDGｓ連動プログラム [レクチャー・コーディネート]

① 夢ボードの普及 ・郁文館様のモニター協力のもと、事業モデル化から展開準備を図る

サポーター／指定寄附増加に向けた対策 ・事業活動、訪問機会を活用して支援を要請
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２．その他

２－１．会員募集

食品リサイクルループの構築、森林再生保全活動への参加を目的とした企業

を対象に、ＳＤＧｓへの貢献を訴求し、当法人の趣旨に賛同していただける賛

助会員として積極的に募集を行っていく。

また、会費を特定の事業に使途を限定した寄附として扱う「サポーター」や

事業指定寄附の獲得にも引き続き注力していく。

２－２．広報活動

当法人の認知度を更に高め、資源循環や森林再生に対する意識を啓発するた

め、また支援者や参画者をより多く募るため、活動を更に広くＰＲしていく。

ホームページ、パンフレットの充実やニュースレターの毎月発行、フェイス

ブックや外部ポータルサイトの活用など、有益な情報発信の増強に取り組みた

い。

２－３．事業の推進体制

 理事会または定例会を毎月開催することとし、迅速な意思決定と円滑な業務

の遂行を図り、鋭意、事業推進を図っていく。

【２０２１年度の事業内容】

① 賛助会員の入会促進
公益目的事業への理解と参画を促し、入会を促進
・食品リサイクルループ構築、SDGｓ推進
・森林再生保全活動、森林環境教育

② 告知・広報活動
・ニュースレターの内容充実（毎月発行→季刊発行）
・ホームページ・フェイスブックの活用（内容充実と随時更新）

・ 評議員会
・上期1回、下期1回を予定
　（他、決議事項がある場合は随時開催）

・ 理事会 ・5月、6月、1月、2月は理事会として開催

・ 定例会
・平常月は定例会として開催
　（決議事項がある場合は、理事会として開催）
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収入 支出 収支差額 収入 支出 収支差額

① 賛助会員の入会促進
公益目的事業への理解と参画を促し、入会を促進
・食品リサイクルループ構築、SDGｓ推進
・森林再生保全活動、森林環境教育

・新規入会10社（ゼロエミッション研究会）
5,654 1 5,653 6,000 130 5,870

② 告知・広報活動
・ニュースレターの内容充実（毎月発行→季刊発行）
・ホームページ・フェイスブックの活用（内容充実と随時更新）

・年度末ニュースレター発信先900名（＋100名）
・HP延べ来訪者数9,000名（＋1,000名）　・FBいいね250（＋30）

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

① 食品関連事業者向け　ゼロエミッション研究会の開催
・群馬県での小売、外食事業者による共同食リループの構築
・廃棄物を再資源化するための効率化・合理化策の検討と実践

・参加事業者数目標　３０社 0 690 △ 690 告知・集客開始 ⇒ 第1回 ⇒ 第2回 ⇒ 現地見学会 ⇒ ⇒
第3回

申請書提出
⇒ 第4回

② 一般に向けた啓発活動の実施 ・家庭系廃棄物の発生抑制、消費者の意識向上のため啓発活動を行う ・効果の見込めるイベント等への出展を検討 0 0 0

③ 表彰、認定制度の検討 ・廃棄物の適正管理、資源循環の促進に寄与する表彰・認定制度を検討する ・検討を継続 0 0 0

① SEF-Netユーザーの拡大（SEF主体） ・食品リサイクルループ参加事業所への導入
・対象：食品リサイクルループ参加事業所
・年度末3,800事業所（＋100）

3,700サイト 3,700サイト 3,700サイト 3,700サイト 3,700サイト 3,700サイト 3,750サイト 3,750サイト 3,750サイト 3,750サイト 3,750サイト 3,800サイト

② SEF-Netユーザーの拡大（提携パートナーとの協働）
・提携パートナーの強みを生かした提案
（法令遵守・リスク管理、食品系以外の廃棄物の再資源化、管理業務見直し）

・対象：提携パートナー支援先企業
　定例ミーティングを実施し進捗状況、対象企業情報を共有

情報共有
連携

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

③ SEF-Netのシステム改善 ・ユーザビリティ向上のためのミーティングを実施 ・定例ミーティングにて情報共有、改善検討 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

④ 既存ループの参加企業拡大 ・ループ構築済み2地域（名古屋、群馬）の小売、外食事業者への働きかけを行う
・名古屋：年度末116店舗へ
・群馬：年度末21店舗へ

普及活動 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 変更計画作成 調整 変更申請

⑤
賛助会員企業、SEF-Netユーザー向け
食品リサイクルループ構築支援

・単独事業者による食品リサイクルループの構築を支援
・再生利用事業計画構築支援　4件
・次年度に向けた新規案件の構築

関係者調整 ⇒ 合意形成 申請書提出 ⇒ 認定取得 新地域検討 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

① 愛知県循環型社会形成推進事業 ・協議会事務局として補助事業を推進 ・事業の完遂（収支については相殺見込みのため計上せず） 0 0 0 申請 → 開始 → → → → → → → まとめ 報告

② SEF-Netデータ分析手法の検討 ・集積される廃棄物データの分析・活用方法を検討する ・定例ミーティングにて検討 0 0 0

サポーター／指定寄附増加に向けた対策 ・事業活動における訪問、営業の機会を活用して支援拡大を要請 ・サポーター会費　630千円（前年維持） 628 738 △ 110 630 970 △ 340

資源循環事業　計 33,353 24,869 8,484 36,130 27,514 8,616

収入 支出 収支差額 収入 支出 収支差額

委託調査 － － － － － － －

2回 0回 2回 2回 1回 1回 2回 1回 1回 1回 2回 1回

１）日向の森 ・定例活動の定着化を図る ・計画通り実施 植樹会準備 － 植栽地下刈 散策路下刈 植栽地下刈 散策路下刈 除間伐 徐間伐・枝打 徐間伐・枝打 徐間伐 徐間伐 イベント準備

２）板川、埴谷の森 ・定例活動および企業向け体験の機会を活用し整備作業を進める
・板川の森：定期巡回を実施
・埴谷の森：森林経営計画に基づき委託及び定例活動による下草刈り
を実施

－ －
植栽地下刈
（埴谷）

- - -
植栽地下刈
（埴谷）

- - -
除伐・林内整理
（板川）

-

① 間伐材、除伐材など林地残材の活用
・山武市が取組む「木の駅プロジェクト」への協力、間伐材搬出
　→木質バイオマスとして利活用

・出荷数8トン以上 24 0 24 - - - - - - - 出荷（２トン） 出荷（２トン） - 出荷（２トン） 出荷（２トン）

② 地域材の活用（企業向けノベルティなど） ・企業向けノベルティなどの製品開発、ニーズ把握 ・ニーズに応じて対応 0 30 △ 30 ニーズ把握・対応 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

① 企業向け森林体験（研修・イベント）の機会提供 ・企業研修プログラムの実施をサポートし、活動への理解を促す ・ニーズに応じて対応（予算化はせず） 0 0 0
ワタミ様受入
（新卒・中途）

ワタミ様受入
（中途）

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

② 森林体験イベントの開催、地域関連イベントへの協力 ・森林への興味関心を高め、活動への理解を促す ・計画通り実施 660 1,032 △ 372 －
5/8 机づくり
5/22　植樹祭

－ － － 9/25　親子イベント -
11/13　机づくり
11/23　産業まつり

－ － 3/26　親子イベント

① 生物多様性豊かな森の保全　　※１ ・定期巡回（情報発信）　・自然環境調査アテンド  ・蓄積したデーターの活用 ・定期巡回１２回実施　環境調査１２回実施  報告書取り纏め 調査（委託） 調査（委託） 調査（委託） 調査（委託） 調査（委託） 調査（大学） 調査（委託） 調査(委託） 調査(委託） 調査(委託） 調査（委託） 報告書作成

② 在来生物の生息環境の保全　　　※１ ・定期巡回（情報発信）　・特定外来植物制御　・地域関係団体との連絡調整 ・計画通り実施 確認調査（委託） 作業 作業 作業 作業 作業 作業 調整 調整 調整 調整 調整

③ 森林土壌・水の保全    <減災・ECO-DRR> ・定期巡回（情報発信） ・計画通り実施 巡回 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

① 森林資源の循環利用 ・間伐材等の活用 <森林環境教育の素材として活用> ・計画通り実施 実施 実施 実施 実施 実施

② 森林資源の慣習的な利用 ・情報収集 <信州の薬草文化・森林環境教育の素材として活用> ・計画通り実施 情報収集 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ まとめ

① 森林環境イベント<市民の集い> ・幼児・親子の森あそび    (地域交流・普及啓発) ・計画通り実施 全体調整 ⇒ 準備 調整 ⇒ ⇒ 実施 まとめ・反省

② 森林環境イベント<自然観察会・講座>　　※２ ・自然観察　・森の生物多様性・森林の多様な機能・SDGｓ   （普及啓発） ・４回実施（自然観察会２回・講座２回） 調整 観察会 調整 ⇒ ⇒ ⇒ 観察会 調整 調整 調整 講座 講座

③ 受諾プログラムの開発（中・高校生対象）（企業） ・森の生物多様性・森林の多様な機能・SDGｓ・保全作業    （支援・普及啓発） ・計画通り実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 調整 まとめ 調整 ⇒ ⇒

① あいち海上の森
・現地事務局との連携のもと、企業の森づくり活動を支援
・年4回の再生保全活動、イベント開催

・年4回の活動・イベント実施：120名参加 280 682 △ 402 440 1,196 △ 756 4/24　活動 次回企画 告知集客 7/3　活動 次回企画告知集客 9/4　活動 次回企画告知集客 11/6　活動 年度振り返り 次年度計画 → 告知集客

② 丹波ｳｯﾃﾞｨﾐﾅﾐの森
・保全活動に関する指導を委託実施
・上期、下期各1回の再生保全活動を実施

・地域の専門家による保全活動指導
・年2回の保全活動実施：60名参加

0 223 △ 223 0 312 △ 312 － － － － －
活動委託
告知集客

10/2 活動 － － －
活動委託
告知集客

3/5 活動

③ 臼杵の森
・植栽地管理、活動準備を委託実施
・上期、下期各1回の再生保全活動を実施

・地域の林業事業者への委託による植栽地管理
・年2回の保全活動実施：60名参加

0 364 △ 364 0 452 △ 452 － － － － －
活動委託
告知集客

10/16 活動 － － －
活動委託
告知集客

3/19 活動

④ 陸前高田 ・協定締結、森林整備計画への反映に向けた関与強化
・協議会への参加、森林づくり構想の立案
・年6回の地元開催定例活動への参加

0 137 △ 137 0 570 △ 570 4/24　活動 次回企画 告知集客 7/3　活動
次回企画
告知集客

9/4　活動
次回企画
告知集客

11/6　活動 年度振り返り 次年度計画 → 告知集客

⑤ 新たな協定締結地域の検討 ・新たに保全協定を締結する地域の選定、調査を実施 ・定例会にて進捗状況を報告 - - - 0 240 △ 240

① 受託プログラムのサポート・連絡調整（郁文館夢学園） ・森の生物多様性とSDGｓ連動プログラム [レクチャー・コーディネート] ・計画通り実施 142 105 37 310 259 51 打合せ 準備 準備 ID東御 (振り返り)
打合せ
打合せ

準備
準備

ID山武
本校ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

振り返り 次年度提案 次年度調整 次年度調整

① 夢ボードの普及 ・郁文館様のモニター協力のもと、事業モデル化から展開準備を図る
・クリ夢ボード補修、交換対応（中2・3年生＋高3生）
・郁文館2022年度新入生用夢ボード受注
・新規獲得に向けた普及活動（陸前高田、気仙杉）

12,803 15,846 △ 3,043 5,185 8,402 △ 3,217 補修・交換 → 完了 状態確認
新規普及
活動開始

→ → 製作開始 → → → 納品

サポーター／指定寄附増加に向けた対策 ・事業活動、訪問機会を活用して支援を要請
・サポーター会費見込　4,838千円（前年維持）
・指定寄附　200千円（前年比△1,250千円）

6,286 525 5,761 5,088 623 4,465

森林再生事業　計 23,423 23,085 338 14,807 17,976 △ 3,169

事業収支　計 62,430 47,955 14,475 56,937 45,620 11,317

配賦前管理費　計 0 13,391 △ 13,391 0 10,796 △ 10,796

総　計 62,430 61,346 1,084 56,937 56,416 521 収支差額は指定正味財産増額分（収支相償）

・ 評議員会
・上期1回、下期1回を予定
　（他、決議事項がある場合は随時開催）

●（決算承認） ●（予算承認）

・ 理事会 ・5月、6月、1月、2月は理事会として開催 ●（決算承認） ●（代表理事） ●（評議員会招集） ●（予算決議）

・ 定例会
・平常月は定例会として開催
　（決議事項がある場合は、理事会として開催）

● ● ● ● ● ● ● ●

東御の森注記：※１地球環境基金（独立行政法人・環境再生機構）も活用：生物多様性保全/森林保全・緑化　   ※２緑と水の森林ファンド（公社・国土緑化推進機構）も活用：普及啓発事業

1,842 2,401 △ 559

２　０　２　１　年　度　　　　事　業　計　画　書
自　２０２１年４月１日　　　　　　　　至　２０２２年３月３１日

・委託調査1回実施
・活動実施回数16回、参加者数8名以上／回

①

公
１

資
源
循
環
事
業

公
２

森
林
再
生
事
業

再
生
保
全

資

源

利

活

用

環
境
教
育

森づくりの循環の構築と生物多様性に配慮した再生保全活
動

・林分状況確認（内製）、自然環境調査（委託）を実施し、データを蓄積する
・毎月1～2回の整備活動（第２・第４土曜日）を実施

6月

360 △ 3600

140 362 △ 222

32,585

8月

運
営
管
理

普
及
啓
発

適
正
化
支
援

東
御

山
武

再
生
保
全

資

源

利

活

用

環

境

教

育

そ
の
他
地
域

課題・項目 活動内容 数値／状態目標
予算（千円）

調

査

研

究

23,702 8,883

0 △ 67

1,000 1,358 △ 358

1,600 2,550 △ 950

500

0 0 0

952 △ 452

3月2月5月

4月

課題・項目

共
通

事業

25,49435,500 10,006

2021年度数値／状態目標
2021年度予算（千円）

2021年度活動内容
2020着地見込（千円）

9月
予算（千円）

67

1月

林分毎の状況確認林分毎の状況確認

8月 9月 10月 11月 12月4月

10月 11月 12月 1月5月 6月 7月

7月

受
託

活
用

3月

2,070 2,802 △ 732

2月

費用対効果の見込まれるイベントへの出展（アースデイ等）と情報収集

適宜検討

食品リサイクルループ、企業の森づくり支援 既存会員フォローアップ

システム改善ミーティング内で検討

（1期） 情報収集 調査 報告 （2期） 情報収集 調査 報告 （3期） 情報収集 調査 報告 （4期） 情報収集 調査 報告


